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○

職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
労
働
省
令
第
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
四
条
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条

労
働
者
を
提
供
し
こ
れ
を
他
人
の
指
揮
命
令
を
受
け
て
労
働
に
従
事
さ
せ

第
四
条

労
働
者
を
提
供
し
こ
れ
を
他
人
の
指
揮
命
令
を
受
け
て
労
働
に
従
事
さ
せ

る
者
（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に

る
者
（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い

関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
者
を
除
く
。
）
は

う
。
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
者
を
除
く
。
）
は

、
た
と
え
そ
の
契
約
の
形
式
が
請
負
契
約
で
あ
つ
て
も
、
次
の
各
号
の
全
て
に
該

、
た
と
え
そ
の
契
約
の
形
式
が
請
負
契
約
で
あ
つ
て
も
、
次
の
各
号
の
全
て
に
該

当
す
る
場
合
を
除
き
、
法
第
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
者
供
給
の
事
業
を

当
す
る
場
合
を
除
き
、
法
第
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
者
供
給
の
事
業
を

行
う
者
と
す
る
。

行
う
者
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

２

前
項
の
各
号
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
（
労
働
者
派
遣
法
第
二
条
第
三
号
に
規

２

前
項
の
各
号
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
（
労
働
者
派
遣
法
第
二
条
第
三
号
に
規

定
す
る
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
が
法
第

定
す
る
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
が
法
第

四
十
四
条
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
を
免
れ
る
た
め
故
意
に
偽
装
さ
れ
た
も
の
で

四
十
四
条
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
を
免
れ
る
た
め
故
意
に
偽
装
さ
れ
た
も
の
で

あ
つ
て
、
そ
の
事
業
の
真
の
目
的
が
労
働
力
の
供
給
に
あ
る
と
き
は
、
法
第
四
条

あ
つ
て
、
そ
の
事
業
の
真
の
目
的
が
労
働
力
の
供
給
に
あ
る
と
き
は
、
法
第
四
条

第
七
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
者
供
給
の
事
業
を
行
う
者
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
る
こ

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
者
供
給
の
事
業
を
行
う
者
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

と
が
で
き
な
い
。

３
・
４

３
・
４

５

法
第
四
条
第
十
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

５

法
第
四
条
第
九
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

。

。
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一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
法
第
五
条
の
三
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
五
条
の
三
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条
の
二

法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の

（
新
設
）

と
お
り
と
す
る
。

一

求
人
の
申
込
み
を
し
た
公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は

職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介
に
よ
る
求
職
者
、
募
集
に
応
じ
て
労
働
者
に
な
ろ
う

と
す
る
者
又
は
供
給
さ
れ
る
労
働
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
紹
介
求
職
者

等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ
れ

た
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
及
び
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件
（
以

下
「
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
」
と
い
う
。
）
の
範
囲
内
で
従
事
す
べ
き
業

務
の
内
容
等
を
特
定
す
る
場
合

二

紹
介
求
職
者
等
に
対
し
て
法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ
れ

た
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
削
除
す
る
場
合

三

従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
追
加
す
る
場
合

２

法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と

（
新
設
）

す
る
。

一

前
項
第
一
号
の
場
合
に
お
い
て
特
定
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

二

前
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
削
除
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

三

前
項
第
三
号
の
場
合
に
お
い
て
追
加
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

３

法
第
五
条
の
三
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と

第
四
条
の
二

法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の

す
る
。
た
だ
し
、
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
、
労
働
者
を
派
遣
労
働
者

と
お
り
と
す
る
。

（
労
働
者
派
遣
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
派
遣
労
働
者
を
い
う
。
以
下
同
じ



- 3 -

。
）
と
し
て
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
に
限
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

二
の
二

試
み
の
使
用
期
間
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

七

労
働
者
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

労
働
者
を
派
遣
労
働
者
と
し
て
雇
用
し
よ
う
と
す
る
旨

（
新
設
）

４

法
第
五
条
の
三
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
前
項
各
号
に
掲

２

法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
前
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
明
示
事
項
」
と
い
う
。
）
が
明

げ
る
事
項
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
明
示
事
項
」
と
い
う
。
）
が
明

ら
か
と
な
る
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
職
業
紹
介
の
実
施
に
つ

ら
か
と
な
る
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
職
業
紹
介
の
実
施
に
つ

い
て
緊
急
の
必
要
が
あ
る
た
め
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き

い
て
緊
急
の
必
要
が
あ
る
た
め
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
お
い
て
、
明
示
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
以
外
の
方
法
に

な
い
場
合
に
お
い
て
、
明
示
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
以
外
の
方
法
に

よ
り
明
示
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

よ
り
明
示
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

５

（
略
）

３

（
略
）

６

法
第
五
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
明
示
は
、
試
み
の
使

（
新
設
）

用
期
間
中
の
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
と
当
該
期
間
が
終
了
し
た
後
の
従
事
す

べ
き
業
務
の
内
容
等
と
が
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
従
事
す
べ
き
業
務
の

内
容
等
を
示
す
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

求
人
者
、
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
及
び
労
働
者
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

（
新
設
）

は
、
求
職
者
、
募
集
に
応
じ
て
労
働
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
又
は
供
給
さ
れ
る
労

働
者
に
対
し
て
法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ
れ
た
従
事
す
べ
き

業
務
の
内
容
等
に
関
す
る
記
録
を
、
当
該
明
示
に
係
る
職
業
紹
介
、
労
働
者
の
募

集
又
は
労
働
者
供
給
が
終
了
す
る
日
（
当
該
明
示
に
係
る
職
業
紹
介
、
労
働
者
の
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募
集
又
は
労
働
者
供
給
が
終
了
す
る
日
以
降
に
当
該
明
示
に
係
る
労
働
契
約
を
締

結
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
明
示
に
係
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
日

）
ま
で
の
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

（
略
）

４

（
略
）

（
法
第
十
八
条
の
二
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
十
八
条
の
二
に
関
す
る
事
項
）

第
十
三
条
の
二

（
略
）

第
十
三
条
の
二

（
略
）

２

法
第
十
八
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
三
十
二
条
の
九

２

法
第
十
八
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
三
十
二
条
の
九

第
二
項
（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
、
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
及
び
第
三
十
三
条

第
二
項
（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
、
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
及
び
第
三
十
三
条

の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
職
業
紹
介
事

の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
職
業
紹
介
事

業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
者
及
び
法
第
四
十
八
条
の
三
第

業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
者
及
び
法
第
四
十
八
条
の
三
の

一
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
の
運
営
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き

規
定
に
よ
り
業
務
の
運
営
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を

こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
者
（
当
該
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
者
に
限
る
。

命
じ
ら
れ
て
い
る
者
（
当
該
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
と
す

）
と
す
る
。

る
。

（
法
第
二
十
九
条
の
四
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
二
十
九
条
の
四
に
関
す
る
事
項
）

第
十
七
条
の
七

法
第
二
十
九
条
の
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
求
人

第
十
七
条
の
七

法
第
二
十
九
条
の
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
求
人

者
の
情
報
（
職
業
紹
介
に
係
る
も
の
に
限
る
。
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号

者
の
情
報
（
職
業
紹
介
に
係
る
も
の
に
限
る
。
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
に
お
い

に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
求
職
者
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項
と
す
る

て
同
じ
。
）
及
び
求
職
者
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

。
２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
法
第
二
十
九
条
の
五
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
二
十
九
条
の
五
に
関
す
る
事
項
）
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第
十
七
条
の
八

法
第
二
十
九
条
の
五
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
求
人

第
十
七
条
の
八

法
第
二
十
九
条
の
五
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
求
人

又
は
求
職
に
関
す
る
情
報
の
う
ち
、
求
人
者
又
は
求
職
者
が
自
ら
の
情
報
に
つ
い

又
は
求
職
に
関
す
る
情
報
の
う
ち
、
求
人
者
又
は
求
職
者
が
自
ら
の
情
報
に
つ
い

て
特
定
地
方
公
共
団
体
に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
（
当
該
求
職
者
の
法

て
特
定
地
方
公
共
団
体
に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
（
当
該
求
職
者
の
法

第
四
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
そ
の
他
求
職
者
の
家
族
の
状
況
等
法
第

第
四
条
第
十
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
そ
の
他
求
職
者
の
家
族
の
状
況
等
法
第
二

二
十
九
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
提
供
す
る
情
報
と
し
て
適
切
で
な
い
と
認
め
ら

十
九
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
提
供
す
る
情
報
と
し
て
適
切
で
な
い
と
認
め
ら
れ

れ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
法
第
三
十
条
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
三
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
三
十
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す

３

法
第
三
十
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

る
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
～
チ

（
略
）

イ
～
チ

（
略
）

リ

事
業
所
ご
と
に
選
任
す
る
職
業
紹
介
責
任
者
の
住
民
票
の
写
し
、
履
歴
書

リ

事
業
所
ご
と
に
選
任
す
る
職
業
紹
介
責
任
者
の
住
民
票
の
写
し
、
履
歴
書

及
び
第
二
十
四
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
講
習
を
修
了
し
た
こ
と
を
証
す

及
び
職
業
紹
介
事
業
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
知
識
を
習
得
さ
せ
る

る
書
類
（
以
下
「
受
講
証
明
書
」
と
い
う
。
）

た
め
の
講
習
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
を
修
了
し
た
こ
と
を
証

す
る
書
類
（
以
下
「
受
講
証
明
書
」
と
い
う
。
）

ヌ
～
ヲ

（
略
）

ヌ
～
ヲ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

４
～

（
略
）

４
～

（
略
）

10

10
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（
法
第
三
十
二
条
の
六
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
三
十
二
条
の
六
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
二
条

法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更

第
二
十
二
条

法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更

新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
三
月
前

新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
三
十
日

ま
で
に
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
を

前
ま
で
に
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

（
法
第
三
十
二
条
の
十
三
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
三
十
二
条
の
十
三
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条
の
五

法
第
三
十
二
条
の
十
三
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

第
二
十
四
条
の
五

法
第
三
十
二
条
の
十
三
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

求
人
者
の
情
報
及
び
求
職
者
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

一

求
人
者
の
情
報
及
び
求
職
者
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

二

返
戻
金
制
度
（
そ
の
紹
介
に
よ
り
就
職
し
た
者
が
早
期
に
離
職
し
た
こ
と
そ

（
新
設
）

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
由
が
あ
つ
た
場
合
に
、
当
該
者
を
紹
介
し
た
雇
用
主
か

ら
徴
収
す
べ
き
手
数
料
の
全
部
又
は
一
部
を
返
戻
す
る
制
度
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
制
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
事
項

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

有
料
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
所
内
の
一
般
の
閲
覧
に
便
利
な
場
所
に

４

有
料
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
所
内
の
一
般
の
閲
覧
に
便
利
な
場
所
に

、
手
数
料
表
、
返
戻
金
制
度
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
業
務
の
運
営

、
手
数
料
表
及
び
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
関
す
る
規
程
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
三
十
二
条
の
十
四
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
三
十
二
条
の
十
四
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条
の
六

法
第
三
十
二
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
職
業
紹
介
責
任
者
の
選

第
二
十
四
条
の
六

法
第
三
十
二
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
職
業
紹
介
責
任
者
の
選

任
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

任
は
、
業
務
を
適
正
に
遂
行
す
る
能
力
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
次
に
定
め
る
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と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

法
第
三
十
二
条
の
十
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
過
去
五
年
以
内

（
新
設
）

に
、
職
業
紹
介
事
業
の
業
務
の
適
正
な
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
知
識
を
習
得
さ
せ

る
た
め
の
講
習
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
と

す
る
。

（
法
第
三
十
二
条
の
十
六
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
三
十
二
条
の
十
六
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条
の
八

有
料
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
こ
の

第
二
十
四
条
の
八

有
料
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
そ
の

条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
の
当

年
の
前
年
の
四
月
一
日
か
ら
そ
の
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
有
料
の

該
事
業
に
係
る
事
業
報
告
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

職
業
紹
介
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
の
当
該
事
業
に
係
る
事
業
報
告
書
を
作
成
し

ら
な
い
。

、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
三
十
二
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
事
業
報
告
書
は
、
有
料
職

２

法
第
三
十
二
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
事
業
報
告
書
は
、

業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）
の
と
お
り
と
す
る
。

有
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）
の
と
お
り
と
す
る
。

（
新
設
）

３

有
料
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
イ
ン
タ

ー
ネ
ツ
ト
を
利
用
し
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
前
年
度
（
年
度
は

、
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
総
数
及
び
当
該
年
度
の
前
年
度
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に

お
い
て
「
前
々
年
度
」
と
い
う
。
）
の
総
数
（
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

の
間
は
前
年
度
の
総
数
、
前
々
年
度
の
総
数
及
び
当
該
年
度
の
前
年
度
（
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
前
々
々
年
度
」
と
い
う
。
）
の
総
数
）
に
関
す
る
情

報
を
、
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
前
年
度
の
総
数
及
び
前
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々
年
度
の
総
数
（
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
前
々
年
度
の
総
数
及

び
前
々
々
年
度
の
総
数
）
に
関
す
る
情
報
を
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事

項
に
あ
つ
て
は
そ
の
時
点
に
お
け
る
情
報
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

当
該
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介
に
よ
り
就
職
し
た
者
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
就
職
者
」
と
い
う
。
）
の
数
及
び
就
職
者
の
う
ち
期
間
の
定
め
の
な

い
労
働
契
約
を
締
結
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
無
期
雇
用
就
職
者
」

と
い
う
。
）
の
数

二

無
期
雇
用
就
職
者
の
う
ち
、
離
職
し
た
者
（
解
雇
に
よ
り
離
職
し
た
者
及
び

就
職
し
た
日
か
ら
六
月
経
過
後
に
離
職
し
た
者
を
除
く
。
）
の
数

三

無
期
雇
用
就
職
者
の
う
ち
、
前
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら

か
で
な
い
者
の
数

四

手
数
料
に
関
す
る
事
項

五

返
戻
金
制
度
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
が
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
の
う
ち
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る

情
報
に
つ
い
て
は
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
前
々
年
度
の
総
数
及

び
前
々
々
年
度
の
総
数
に
関
す
る
情
報
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る

事
項
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は

前
々
年
度
の
総
数
及
び
前
々
々
年
度
の
総
数
に
関
す
る
情
報
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
新
設
）

５

有
料
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
法
第
三
十
二
条
の
十
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
情

報
の
提
供
を
行
う
に
当
た
り
、
無
期
雇
用
就
職
者
が
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
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者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
当
該
無
期
雇
用
就
職
者
に
係
る
雇

用
主
に
対
し
、
必
要
な
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

６

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
が
、
返
戻
金
制
度
を
設

け
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
無
期
雇
用
就
職
者
の
う
ち
返
戻
金
制
度
に
基
づ
き
手

数
料
を
免
除
す
る
事
由
に
該
当
し
た
も
の
の
数
を
集
計
す
る
方
法
に
よ
り
第
三
項

第
二
号
に
規
定
す
る
数
を
集
計
す
る
場
合
は
、
前
項
の
調
査
は
、
行
う
こ
と
を
要

し
な
い
。

（
法
第
三
十
三
条
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
三
十
三
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
五
条

第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条

第
二
十
五
条

第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条

第
一
項
及
び
第
七
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
の
四
か

第
一
項
及
び
第
七
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
の
四
か

ら
第
二
十
四
条
の
八
ま
で
（
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
第
二
号
の
規
定
を
除
く
。

ら
第
二
十
四
条
の
八
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て

）
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
行
う
無
料
の
職
業
紹
介

行
う
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
及
び
同
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る

事
業
及
び
同
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四

は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、
「
有

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可

料
職
業
紹
介
事
業
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹

申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
申
請
書
（

介
事
業
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
と
、
第
十
八
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条

様
式
第
一
号
）
」
と
、
第
十
八
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
」
と
あ

第
二
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号

三
十
条
第
二
項
第
五
号
」
と
、
第
十
八
条
第
三
項
中
「
第
三
十
条
第
三
項
」
と
あ

」
と
、
第
十
八
条
第
三
項
中
「
第
三
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条

る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
」
と
、

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
」
と
、
第
十
八
条
第
四
項
中
「

第
十
八
条
第
四
項
中
「
第
三
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項

第
三
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書

第
三
十
条
第
三
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二
号
）
」
と

（
様
式
第
二
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二
号
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あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二
号
）
」
と
、
第
十
八
条
第

）
」
と
、
第
十
八
条
第
五
項
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十

五
項
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
、
「
第

条
第
一
項
」
と
、
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」

三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
十
八
条
第
六
項

と
、
第
十
八
条
第
六
項
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第

中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
、
「
第
三
十

一
項
」
と
、
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、
「
無
料
の
職
業
紹
介
事

「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第
十

業
」
と
あ
る
の
は
「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第
十
八
条
第
七
項
中
「
第
三

八
条
第
七
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と

十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
一
条
第
一
項

、
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十

中
「
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て

三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
」
と
、
「
有
料
職

準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
（

業
紹
介
事
業
許
可
証
（
様
式
第
五
号
。
以
下
「
有
料
許
可
証
」
と
い
う
。
）
」
と

様
式
第
五
号
。
以
下
「
有
料
許
可
証
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業

あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
（
様
式
第
五
号
。
以
下
「
無
料
許
可
証

紹
介
事
業
許
可
証
（
様
式
第
五
号
。
以
下
「
無
料
許
可
証
」
と
い
う
。
）
」
と
、

」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
」
と

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三

あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
四
第
三

条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
」
と
、
「
有
料
許
可

項
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
「
有
料
職
業
紹

証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
再
交
付

介
事
業
許
可
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹

申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
再
交
付

介
事
業
許
可
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
、
第
二
十
一
条
第
三
項
及

申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
、
第
二
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
有
料
許

び
第
四
項
中
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
二
条

可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二

第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に

条
の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許

三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
有
効
期
間
更
新
申
請

可
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事

書
（
様
式
第
一
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
有
効
期
間
更
新

業
許
可
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
と
、
第
二
十
二
条
第
六
項
中

申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
と
、
第
二
十
二
条
第
六
項
中
「
第
三
十
二
条
の
六
第

「
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条

用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無

の
六
第
二
項
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二

料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
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十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第

の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二

と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い

十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
「
第
三

て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」

十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
第

法
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可

四
号
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
「
有
料
職
業

証
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
あ
る
の
は

紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介

変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び

事
業
変
更
届
出
書
及
び
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号

有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無

）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
無
料
職
業
紹
介
事
業

料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（

許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
、
第
二
十
三
条
第
三
項
中
「
第
三
十

様
式
第
六
号
）
」
と
、
第
二
十
三
条
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と

二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一

第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
一

項
」
と
、
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更

第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
あ
る
の
は

届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
、
「
有
料
の
職

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
、
「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
無
料

業
紹
介
事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹
介
事

の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
有
料
の
職
業
紹

業
又
は
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第
二
十
三
条
第
四
項
中
「
第
三
十
二
条
の

介
事
業
」
と
、
第
二
十
三
条
第
四
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の

七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十

は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と

二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お

、
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十

い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書

三
条
第
二
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
無
料

」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事

職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
有

業
変
更
届
出
書
及
び
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「

料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変

無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書

更
届
出
書
及
び
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と
、
「
有
料
許
可
証

」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
三
条
第
五
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」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
三
条
第
五
項
中
「
第
三
十
条
第
二

項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い

項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十

て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は

条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介
事
業

無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
有
料
の
職

」
と
あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第

業
紹
介
事
業
」
と
、
第
二
十
三
条
第
六
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ

二
十
三
条
第
六
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条

る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第

」
と
、
第
二
十
三
条
第
七
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お

三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の
七
第
三
項
」
と
、
第
二
十

い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の
七
第
三
項
」
と
、
第
二
十
四
条
中
「
第
三
十
二
条

四
条
中
「
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お

の
八
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三

い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の

十
二
条
の
八
第
一
項
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と

は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）

、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料

」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）
」
と
、
第

職
業
紹
介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）
」
と
、
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項

二
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

中
「
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い

十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
」
と
、
「
有

て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
取
扱

料
職
業
紹
介
事
業
取
扱
職
種
範
囲
等
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
あ
る
の
は
「

職
種
範
囲
等
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
取

無
料
職
業
紹
介
事
業
取
扱
職
種
範
囲
等
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
、
第
二
十

扱
職
種
範
囲
等
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
、
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
中
「

四
条
の
四
第
二
項
中
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二

有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
四
条
の
四
第
三
項
中

十
四
条
の
四
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十

「
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て

三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
」
と
、
第
二
十

準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
」
と
、
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
及
び

四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い

十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
、
第
二
十
四
条

て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
、
第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
中
「
手
数

の
五
第
四
項
中
「
手
数
料
表
及
び
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程
」
と
あ
る
の
は
「

料
表
、
返
戻
金
制
度
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
業
務
の
運
営
に
関
す

業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
二
十
四
条
の
六
中
「
第
三
十
二
条
の
十
四

る
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
二
十
四
条
の
六

」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十



- 13 -

中
「
第
三
十
二
条
の
十
四
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

四
」
と
、
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
「

す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
四
」
と
、
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条

第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
五
」
と
、
「
求
人

の
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二

求
職
管
理
簿
及
び
手
数
料
管
理
簿
」
と
あ
る
の
は
「
求
人
求
職
管
理
簿
」
と
、
第

条
の
十
五
」
と
、
「
求
人
求
職
管
理
簿
及
び
手
数
料
管
理
簿
」
と
あ
る
の
は
「
求

二
十
四
条
の
八
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
六
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条

人
求
職
管
理
簿
」
と
、
第
二
十
四
条
の
八
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
六
」
と

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
六
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事

あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
六
」

業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様

と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職

式
第
八
号
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
法
第
三
十
三
条
の
二
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
三
十
三
条
の
二
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
五
条
の
二

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
同
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
を

６

第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
の
七
の
規
定
は

除
く
。
）
及
び
第
二
十
四
条
の
七
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規

、
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
の
施
設
の
長
が
行
う
無

定
に
よ
り
同
項
各
号
の
施
設
の
長
が
行
う
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
及
び
同
条
の
職

料
の
職
業
紹
介
事
業
及
び
同
条
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
施
設
の
長
に
つ
い
て
準

業
紹
介
事
業
を
行
う
施
設
の
長
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の

二
十
四
条
の
五
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条

十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十

の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
、
同
項
第
一
号
中

二
条
の
十
三
」
と
、
「
求
人
者
の
情
報
及
び
求
職
者
の
個
人
情
報
」
と
あ
る
の
は

「
求
人
者
の
情
報
及
び
求
職
者
の
個
人
情
報
」
と
あ
る
の
は
「
求
職
者
の
個
人
情

「
求
職
者
の
個
人
情
報
」
と
、
第
二
十
四
条
の
五
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十

報
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条

三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二

の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
、
「
書
面
の
交
付

条
の
十
三
」
と
、
「
書
面
の
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
書
面
の
交
付
等
」
と
、
第
二

」
と
あ
る
の
は
「
書
面
の
交
付
等
」
と
、
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
十

十
四
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
の
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二
条
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
五
」
と
、
「
求
人
求
職
管
理

第
三
十
二
条
の
十
五
」
と
、
「
求
人
求
職
管
理
簿
及
び
手
数
料
管
理
簿
」
と
あ
る

簿
及
び
手
数
料
管
理
簿
」
と
あ
る
の
は
「
求
人
求
職
管
理
簿
」
と
読
み
替
え
る
も

の
は
「
求
人
求
職
管
理
簿
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
三
条
の
三
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
三
十
三
条
の
三
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
五
条
の
三

（
略
）

第
二
十
五
条
の
三

（
略
）

２

第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
六
項

２

第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
六
項

ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
四

ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
四

条
の
五
か
ら
第
二
十
四
条
の
八
ま
で
（
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
第
二
号
の
規
定

条
の
五
か
ら
第
二
十
四
条
の
八
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の

を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の
届
出
を
し
て
行
う
無
料

届
出
を
し
て
行
う
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
及
び
同
項
の
届
出
を
し
た
法
人
に
つ
い

の
職
業
紹
介
事
業
及
び
同
項
の
届
出
を
し
た
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の

合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
二
十
四
条
の

手
数
料
表
、
返
戻
金
制
度
に

業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程

第
二
十
四
条
の

手
数
料
表
及
び
業
務
の
運
営

業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程

五
第
四
項

関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書

五
第
四
項

に
関
す
る
規
程

面
及
び
業
務
の
運
営
に
関
す

る
規
程

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
法
第
四
十
五
条
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
四
十
五
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
二
条

（
略
）

第
三
十
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

労
働
者
供
給
事
業
の
許
可
の
有
効
期
間
は
三
年
と
す
る
。

３

労
働
者
供
給
事
業
の
許
可
の
有
効
期
間
は
五
年
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
に
つ

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
に
つ
い
て

い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
中
「
三
年
」
と
あ
る
の
は
「

準
用
す
る
。

五
年
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６
・
７

（
略
）

６
・
７

（
略
）

（
法
第
五
十
条
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
五
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
三
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
業
紹

第
三
十
三
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
業
紹

介
事
業
を
行
う
者
（
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無
料
の
職
業
紹
介
事

介
事
業
を
行
う
者
（
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無
料
の
職
業
紹
介
事

業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
特
定
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
）
、
求
人
者
、
労
働
者

業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
特
定
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
）
又
は
労
働
者
の
募
集

の
募
集
を
行
う
者
、
募
集
受
託
者
、
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
、
労
働
者

若
し
く
は
労
働
者
供
給
事
業
を
行
う
者
に
対
し
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
る
と
き

供
給
事
業
を
行
う
者
又
は
労
働
者
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
必
要
な
事

は
、
当
該
報
告
す
べ
き
事
項
及
び
当
該
報
告
を
さ
せ
る
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知

項
を
報
告
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
報
告
す
べ
き
事
項
及
び
当
該
報
告
を
さ
せ
る
理

す
る
も
の
と
す
る
。

由
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
法
第
六
十
条
に
関
す
る
事
項
）

（
法
第
六
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
七
条

法
に
定
め
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

第
三
十
七
条

法
に
定
め
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

権
限
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚

権
限
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚

生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

法
第
四
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
指
導
及
び
助
言
に
関
す
る
権
限

次
に

七

法
第
四
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
指
導
及
び
助
言
に
関
す
る
権
限

法
第
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掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（
以
下
こ

三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

の
項
に
お
い
て
「
管
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）

当
該
施
設
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
、
同

項
の
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
以
外
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
労
働
者
供
給
事
業
に

係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
業
紹
介
事
業
又
は
労
働
者
供
給
事
業
を
行
う

者
の
主
た
る
事
務
所
及
び
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
労
働
局
長
、
労
働
者
の
募
集
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
募
集
事
業
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
管
轄

都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）

イ

法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
無
料
の
職
業
紹
介
事
業

施
設
の
主
た
る

事
務
所
又
は
当
該
施
設
に
求
人
の
申
込
み
を
行
う
求
人
者
の
当
該
求
人
に
係

る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

ロ

法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
以
外
の
職
業
紹
介

事
業

職
業
紹
介
事
業
を
行
う
者
の
主
た
る
事
務
所
若
し
く
は
当
該
事
業
を

行
う
事
業
所
又
は
当
該
者
に
求
人
の
申
込
み
を
行
う
求
人
者
の
当
該
求
人
に

係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

ハ

労
働
者
の
募
集

募
集
事
業
所
又
は
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
の

主
た
る
事
務
所
若
し
く
は
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
労
働
局
長

ニ

労
働
者
供
給
事
業

労
働
者
供
給
事
業
を
行
う
者
の
主
た
る
事
務
所
若
し

く
は
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
又
は
当
該
者
か
ら
労
働
者
供
給
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
の
当
該
労
働
者
供
給
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
労
働
局
長

八

法
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に

八

法
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
関
す
る
権
限

管
轄
都
道
府
県
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よ
る
勧
告
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
関
す
る
権
限

管
轄
都
道

労
働
局
長

府
県
労
働
局
長

九

（
略
）

九

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）


